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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第25期

第３四半期連結
累計期間

第26期
第３四半期連結

累計期間

第25期
第３四半期連結

会計期間

第26期
第３四半期連結

会計期間
第25期

会計期間

自平成21年
３月１日

至平成21年
11月30日

自平成22年
３月１日

至平成22年
11月30日

自平成21年
９月１日

至平成21年
11月30日

自平成22年
９月１日

至平成22年
11月30日

自平成21年
３月１日

至平成22年
２月28日

売上高（千円） 14,872,166 15,760,892 4,758,136 4,880,425 19,741,238

経常利益又は経常損失（△）（千

円）
462,397 276,134 81,896 △9,696 520,248

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）（千円）
248,567 144,273 63,237 △11,724 290,965

純資産額（千円） － － 2,196,670 2,292,262 2,239,102

総資産額（千円） － － 5,825,208 5,853,754 5,825,743

１株当たり純資産額（円） － － 171.45 178.92 174.77

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）（円）

19.40 11.26 4.94 △0.92 22.71

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 37.7 39.2 38.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△355,775 319,023 － － △288,693

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△282,173 △197,943 － － △333,940

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
55,548 △128,567 － － △31,601

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 767,131 687,808 695,295

従業員数（人） － － 171 193 167

  （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．第26期第３四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半

期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

  当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

  当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

（1）連結会社の状況

平成22年11月30日現在

従業員数（人） 193 （438）

  （注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員）は、当第３四半期連結会

計期間の平均人員（８時間換算）を（ ）外数で記載しております。

 

（2）提出会社の状況

平成22年11月30日現在

従業員数（人） 192 （438）

  （注）従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除いております。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人

材会社からの派遣社員）は、当第３四半期会計期間の平均人員（８時間換算）を（ ）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【仕入及び販売の状況】

（1）仕入実績

  当第３四半期連結会計期間の仕入実績を商品部門別に示すと、次のとおりであります。

商品部門の名称

当第３四半期連結会計期間
（自 平成22年９月１日
至 平成22年11月30日）

仕入高（千円） 前年同四半期比（％）

衣料服飾・インテリア 112,431 90.0

日用品・家庭用品 836,337 86.1

食料品 2,165,101 106.3

酒類 397,999 111.4

その他商品 923 121.0

その他営業収入 37,443 48.1

合計 3,550,237 99.5

  （注） 本表の金額に、消費税等は含まれておりません。
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（2）販売実績

  当第３四半期連結会計期間の販売実績を商品部門別に示すと、次のとおりであります。

商品部門の名称

当第３四半期連結会計期間
（自 平成22年９月１日
至 平成22年11月30日）

売上高（千円） 前年同四半期比（％）

衣料服飾・インテリア 172,569 102.0

日用品・家庭用品 1,251,998 94.2

食料品 2,730,506 106.9

酒類 444,941 109.8

その他商品 1,679 82.8

その他営業収入 278,729 93.5

合計 4,880,425 102.6

  （注） 本表の金額に、消費税等は含まれておりません。

  当第３四半期連結会計期間の販売実績を地域別に示すと、次のとおりであります。

地域の名称

当第３四半期連結会計期間
（自 平成22年９月１日
至 平成22年11月30日）

売上高（千円） 前年同四半期比（％）

千葉県 1,707,761 105.7

東京都 1,502,521 101.4

埼玉県 861,234 108.4

茨城県 487,865 94.0

栃木県 42,312 87.2

その他営業収入 278,729 93.5

合計 4,880,425 102.6

  （注） 本表の金額に、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業等のリスク】

  当第３四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

  当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

  文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断したも

のであります。

（１）業績の状況

  当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、一部景気回復の兆しと共に企業業績は回復傾向にあるものの、雇

用情勢・所得環境について改善には至っておらず、個人消費は、エコポイントの条件変更による駆込み需要があったも

のの、将来不安に起因する節約志向の高まりから依然として低迷しており、企業をとりまく環境は厳しい状況で推移し

てまいりました。

  このような状況のもと当社グループは、価格競争力のある商品を供給し、オペレーションコスト削減等経営の合理化

を促進しましたが、老朽化した社屋の改修等の経費支出も発生した結果、当第３四半期連結会計期間につきましては、

売上高4,880百万円（前年同期比2.6％増）、営業損失25百万円（前年同期は営業利益68百万円）、経常損失９百万円

（前年同期は経常利益81百万円）、四半期純損失11百万円（前年同期は四半期純利益63百万円）となりました。

  当第３四半期連結会計期間末における資産合計としては、貸倒引当金の減少等により、前連結会計年度末に比べて28

百万円増加し、5,853百万円となりました。負債合計は、未払法人税等の減少等により、前連結会計年度末に比べて25百

万円減少し、3,561百万円となりました。純資産合計は、四半期純利益の計上、剰余金の配当等により、前連結会計年度

末に比べて53百万円増加し、2,292百万円となりました。

 

（２）キャッシュ・フローの状況

  当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、第２四半期連結会計期間末

と比較して75百万円減少し、687百万円となりました。当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況

は、以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

  当第３四半期連結会計期間の営業活動の結果使用した資金は、233百万円（前年同期比168.4％増）となりました。

  これは主として、税金等調整前四半期純損失12百万円の計上、減価償却費33百万円の計上、賞与引当金の増加26百

万円、仕入債務の減少316百万円、たな卸資産の増加130百万円等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

  当第３四半期連結会計期間の投資活動の結果使用した資金は、16百万円（前年同期比82.9％減）となりました。

  これは主として、新規出店に伴う有形固定資産の取得23百万円、敷金及び保証金の差入17百万円の支出、敷金及び

保証金の回収25百万円の収入等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

  当第３四半期連結会計期間の財務活動の結果得られた資金は、175百万円（前年同期比13.2％減）となりました。

  これは主として、借入金181百万円の純増加によるものであります。

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

  当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（４）研究開発活動

  該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
（1）主要な設備の状況

  当第３四半期連結会計期間の設備投資については、出店にかかる店舗設備の取得が主なものであり、継続的に実施

しております。当第３四半期連結会計期間において新たに完成した設備は次のとおりであります。

  提出会社

事業所名
（所在地）

設備の内容
帳簿価額（千円）

売場面積
（㎡）

従業員数
（人）

建物及び
構築物

土地
（面積㎡）

リース資産 その他 合計

船橋山野町店

（千葉県船橋市）
販売設備 3,770

－

（1,450.00）
      － 1,612 5,383 468.60

2

（4）

（注）1.上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

2.従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材派遣からの派遣社員）は当第３四半期

連結会計期間の平均人員を（ ）外書で記載しております。

3.売場面積には、賃借している施設を含んでおります。

（2）設備の新設、除却等の計画

  提出会社におきまして、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の除却については、平成22

年９月に１店舗の閉鎖を完了しております。なお、当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末

に計画中であった重要な設備の新設、除却等について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設

備の除却等の計画について、平成23年２月に１店舗の閉鎖を予定しております。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在
発行数（株）

（平成22年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年１月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,812,000 12,812,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 12,812,000 12,812,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

  該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

  該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年９月１日～

平成22年11月30日
－ 12,812,000 － 320,300 － 259,600

 

（６）【大株主の状況】

      大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

      ん。
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（７）【議決権の状況】

    当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

    記載することができないことから、直前の基準日（平成22年８月31日）に基づく株主名簿による記載をして

    おります。

 

①【発行済株式】

平成22年８月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 12,811,300 128,113 －

単元未満株式 普通株式       700 － －

発行済株式総数 12,812,000 － －

総株主の議決権 － 128,113 －

 

②【自己株式等】

平成22年８月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
３月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

最高（円） 213 233 210 215 209 209 203 196 195

最低（円） 200 198 188 193 195 192 189 179 184

  （注） 最高・最低株価は、平成22年10月12日より大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであり、そ

れ以前は大阪証券取引所ヘラクレスにおけるものであります。

 

３【役員の状況】

  前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
  当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

  なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年９月１日から平成21年11月30日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成21年３月１日から平成21年11月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成22年９月１日から平成22年11月30日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年３月１日から平

成22年11月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
  当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年９月１日から

平成21年11月30日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年３月１日から平成21年11月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表については、あずさ監査法人による四半期レビューを受け、また、当第３四半期連結会計期間（平成

22年９月１日から平成22年11月30日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年３月１日から平成22年11月30日

まで）に係る四半期連結財務諸表については、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

  なお、あずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年７月１日をもって有限責任 あずさ監査法人と

なっております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年11月30日）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
（平成22年２月28日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 704,331 708,628

売掛金 126,734 136,794

商品 1,353,000 1,406,243

貯蔵品 12,087 10,577

繰延税金資産 33,342 37,176

その他 179,731 142,995

貸倒引当金 △60 △60

流動資産合計 2,409,167 2,442,356

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,670,679 1,613,942

減価償却累計額 △981,314 △929,573

建物及び構築物（純額） 689,365 684,369

土地 1,069,978 1,069,978

リース資産 128,902 89,612

減価償却累計額 △29,243 △10,992

リース資産（純額） 99,659 78,619

その他 238,786 251,185

減価償却累計額 △183,617 △194,828

その他（純額） 55,169 56,357

有形固定資産合計 1,914,172 1,889,324

無形固定資産 160,843 162,492

投資その他の資産

投資有価証券 758 980

長期貸付金 107,600 108,500

敷金及び保証金 1,047,137 1,075,541

繰延税金資産 101,646 143,753

その他 210,429 200,216

貸倒引当金 △98,000 △197,421

投資その他の資産合計 1,369,571 1,331,569

固定資産合計 3,444,587 3,383,386

資産合計 5,853,754 5,825,743
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年11月30日）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
（平成22年２月28日）

負債の部

流動負債

買掛金 1,679,650 1,661,200

短期借入金 248,400 332,800

1年内返済予定の長期借入金 407,026 373,068

リース債務 26,853 18,509

未払法人税等 135 82,895

賞与引当金 61,026 31,438

その他 484,564 500,359

流動負債合計 2,907,655 3,000,270

固定負債

長期借入金 323,016 292,478

リース債務 78,853 64,722

退職給付引当金 89,813 81,273

役員退職慰労引当金 141,509 127,251

その他 20,643 20,643

固定負債合計 653,836 586,370

負債合計 3,561,492 3,586,640

純資産の部

株主資本

資本金 320,300 320,300

資本剰余金 259,600 259,600

利益剰余金 1,712,234 1,658,926

自己株式 △15 －

株主資本合計 2,292,119 2,238,826

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 143 275

評価・換算差額等合計 143 275

純資産合計 2,292,262 2,239,102

負債純資産合計 5,853,754 5,825,743
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
（自 平成21年３月１日
  至 平成21年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成22年３月１日
  至 平成22年11月30日）

売上高 14,872,166 15,760,892

売上原価 11,171,370 11,863,588

売上総利益 3,700,796 3,897,304

販売費及び一般管理費 ※  3,268,941 ※  3,662,438

営業利益 431,855 234,865

営業外収益

受取利息 5,223 6,814

受取手数料 20,828 17,140

固定資産賃貸料 42,111 24,080

その他 12,303 12,329

営業外収益合計 80,467 60,363

営業外費用

支払利息 9,293 8,044

固定資産賃貸費用 38,637 9,615

その他 1,994 1,435

営業外費用合計 49,925 19,094

経常利益 462,397 276,134

特別利益

貸倒引当金戻入額 15,490 4,142

特別利益合計 15,490 4,142

特別損失

固定資産除却損 － 4,243

特別損失合計 － 4,243

税金等調整前四半期純利益 477,887 276,033

法人税、住民税及び事業税 226,045 85,729

法人税等調整額 3,274 46,030

法人税等合計 229,319 131,760

四半期純利益 248,567 144,273
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【第３四半期連結会計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
（自 平成21年９月１日
  至 平成21年11月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自 平成22年９月１日
  至 平成22年11月30日）

売上高 4,758,136 4,880,425

売上原価 3,594,541 3,682,365

売上総利益 1,163,595 1,198,059

販売費及び一般管理費 ※  1,095,050 ※  1,224,017

営業利益又は営業損失（△） 68,544 △25,958

営業外収益

受取利息 1,881 2,409

受取手数料 10,901 6,622

固定資産賃貸料 13,943 6,055

その他 2,763 4,482

営業外収益合計 29,489 19,570

営業外費用

支払利息 2,755 2,450

固定資産賃貸費用 12,775 441

その他 607 415

営業外費用合計 16,137 3,308

経常利益又は経常損失（△） 81,896 △9,696

特別利益

貸倒引当金戻入額 3,427 △1,000

特別利益合計 3,427 △1,000

特別損失

固定資産除却損 － 1,643

特別損失合計 － 1,643

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

85,324 △12,340

法人税、住民税及び事業税 22,045 3,639

法人税等調整額 41 △4,255

法人税等合計 22,086 △615

四半期純利益又は四半期純損失（△） 63,237 △11,724
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
（自 平成21年３月１日
  至 平成21年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成22年３月１日
  至 平成22年11月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 477,887 276,033

減価償却費 74,331 96,020

貸倒引当金の増減額（△は減少） △15,490 △99,421

賞与引当金の増減額（△は減少） 25,330 29,588

退職給付引当金の増減額（△は減少） 555 8,540

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 13,274 14,257

受取利息 △5,223 △6,814

支払利息 9,293 8,044

固定資産除却損 － 4,243

売上債権の増減額（△は増加） 38,811 10,060

たな卸資産の増減額（△は増加） 27,833 51,733

仕入債務の増減額（△は減少） △683,154 18,450

その他 △27,368 93,978

小計 △63,919 504,714

利息の受取額 5,262 6,826

利息の支払額 △9,206 △8,005

法人税等の支払額 △287,912 △184,512

営業活動によるキャッシュ・フロー △355,775 319,023

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 26,000 7,325

定期預金の預入による支出 △10,510 △10,515

有形固定資産の取得による支出 △109,092 △88,844

無形固定資産の取得による支出 △8,591 △132

敷金及び保証金の差入による支出 △201,020 △135,315

敷金及び保証金の回収による収入 20,126 35,639

預り保証金の返還による支出 － △7,000

その他 915 900

投資活動によるキャッシュ・フロー △282,173 △197,943

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 252,800 △84,400

長期借入れによる収入 270,000 400,000

長期借入金の返済による支出 △376,648 △335,504

リース債務の返済による支出 － △17,885

自己株式の取得による支出 － △15

配当金の支払額 △90,603 △90,762

財務活動によるキャッシュ・フロー 55,548 △128,567

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △582,401 △7,486

現金及び現金同等物の期首残高 1,349,532 695,295

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  767,131 ※  687,808
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【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間
（自 平成22年３月１日
至 平成22年11月30日）

棚卸資産の評価方法

 

四半期連結会計期間末における商品の棚卸高の算出に関して、実地棚卸を省

略し前連結会計年度に係る実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定

しております。

固定資産の減価償却費の算定方法 定率法を採用している資産については、当連結会計年度に係る減価償却費の

額を期間按分して算定する方法によっております。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

  該当事項はありません。

【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自 平成21年３月１日
至 平成21年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成22年３月１日
至 平成22年11月30日）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

発送配達費 400,654千円

役員報酬 65,524千円

給与手当賞与 437,842千円

雑給 556,426千円

賞与引当金繰入額 55,786千円

退職給付費用 9,650千円

役員退職慰労引当金繰入額 14,036千円

地代家賃 951,393千円

減価償却費 73,543千円

発送配達費 419,577千円

役員報酬 66,749千円

給与手当賞与 482,472千円

雑給 627,331千円

賞与引当金繰入額 61,026千円

退職給付費用 11,602千円

役員退職慰労引当金繰入額 14,257千円

地代家賃 1,055,711千円

減価償却費 95,392千円

前第３四半期連結会計期間
（自 平成21年９月１日
至 平成21年11月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自 平成22年９月１日
至 平成22年11月30日）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

発送配達費 131,790千円

役員報酬 22,249千円

給与手当賞与 139,497千円

雑給 185,815千円

賞与引当金繰入額 23,169千円

退職給付費用 2,408千円

役員退職慰労引当金繰入額 4,752千円

地代家賃 326,064千円

減価償却費 26,824千円

発送配達費 130,884千円

役員報酬 22,249千円

給与手当賞与 152,864千円

雑給 208,174千円

賞与引当金繰入額 26,253千円

退職給付費用 2,131千円

役員退職慰労引当金繰入額 4,752千円

地代家賃 352,766千円

減価償却費 33,455千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自 平成21年３月１日
至 平成21年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成22年３月１日
至 平成22年11月30日）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年11月30日現在）

（千円）

（平成22年11月30日現在）

（千円）

現金及び預金勘定 778,963

預入期間が３ヶ月を超える定期預金   △11,832

現金及び現金同等物 767,131
 

現金及び預金勘定 704,331

預入期間が３ヶ月を超える定期預金   △16,522

現金及び現金同等物 687,808
 

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年11月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自 平成22年３月１日 至 平成

22年11月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

  普通株式 12,812,000株

２．自己株式の種類及び株式数

  普通株式 79株

３．新株予約権等に関する事項

  該当事項はありません。

４．配当に関する事項

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月27日

定時株主総会
普通株式 90,965 7.10 平成22年２月28日 平成22年５月28日 利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自 平成21年９月１日 至 平成21年11月30日）及び当第３四半期連結会計期間（自 平

成22年９月１日 至 平成22年11月30日）

  全セグメントの売上高の合計、営業利益の合計額に占める小売事業の割合がいずれも90％を超えているため、記

載を省略しております。

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年３月１日 至 平成21年11月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自 平

成22年３月１日 至 平成22年11月30日）

  全セグメントの売上高の合計、営業利益の合計額に占める小売事業の割合がいずれも90％を超えているため、記

載を省略しております。

 

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自 平成21年９月１日 至 平成21年11月30日）及び当第３四半期連結会計期間（自 平

成22年９月１日 至 平成22年11月30日）

  本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年３月１日 至 平成21年11月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自 平

成22年３月１日 至 平成22年11月30日）

  本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

 

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自 平成21年９月１日 至 平成21年11月30日）及び当第３四半期連結会計期間（自 平

成22年９月１日 至 平成22年11月30日）

  海外売上高がないため、該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年３月１日 至 平成21年11月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自 平

成22年３月１日 至 平成22年11月30日）

  海外売上高がないため、該当事項はありません。

 

（有価証券関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年11月30日）

  有価証券は、当社グループの事業運営における重要性が乏しく、かつ前連結会計年度の末日に比べて著しい変動

が認められないため、記載しておりません。

（デリバティブ取引関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年11月30日）

  デリバティブ取引の当第３四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動は

ありません。

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自 平成22年９月１日 至 平成22年11月30日）

  該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年11月30日）

前連結会計年度末
（平成22年２月28日）

１株当たり純資産額 178.92円 １株当たり純資産額 174.77円

  （注） １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年11月30日）

前連結会計年度末
（平成22年２月28日）

純資産の部の合計額（千円） 2,292,262 2,239,102

純資産の部の合計額から控除する金額

（千円）
－ －

普通株式に係る四半期末（期末）の純資産

額（千円）
2,292,262 2,239,102

１株当たり純資産額の算定に用いられた四

半期末（期末）の普通株式の数（株）
12,811,921 12,812,000

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額

前第３四半期連結累計期間
（自 平成21年３月１日
至 平成21年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成22年３月１日
至 平成22年11月30日）

１株当たり四半期純利益金額 19.40円 １株当たり四半期純利益金額 11.26円

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

  （注） １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
（自 平成21年３月１日
至 平成21年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成22年３月１日
至 平成22年11月30日）

四半期純利益（千円） 248,567 144,273

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 248,567 144,273

期中平均株式数（株） 12,812,000 12,811,965

 

前第３四半期連結会計期間
（自 平成21年９月１日
至 平成21年11月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自 平成22年９月１日
至 平成22年11月30日）

１株当たり四半期純利益金額 4.94円 １株当たり四半期純損失金額（△） △0.92円

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

  （注） １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前第３四半期連結会計期間
（自 平成21年９月１日
至 平成21年11月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自 平成22年９月１日
至 平成22年11月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） 63,237 △11,724

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
63,237 △11,724

期中平均株式数（株） 12,812,000 12,811,921
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（重要な後発事象）

  該当事項はありません。

（リース取引関係）

  リース取引開始日が、平成21年２月28日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取

引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当第３四半期連結会計期間末においては、前連結会計年度末に比

べて著しい変動は認められないと判断したため、記載を省略しております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
  該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

平成22年１月14日

株式会社ジェーソン

取締役会 御中

あずさ監査法人

指定社員
業務執行社員

公認会計士 渡邉 宣昭 印

指定社員
業務執行社員

公認会計士 堀切 進 印

指定社員
業務執行社員

公認会計士 小出 健治 印

  当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ジェー

ソンの平成21年３月１日から平成22年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年９月１日から平

成21年11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年３月１日から平成21年11月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

  当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

  当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジェーソン及び連結子会社の平成21年11月30日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

追記情報

  「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は第１四半期連結

会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」を適用している。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

  （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

平成23年１月14日

株式会社ジェーソン

取締役会 御中

有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 渡邉 宣昭 印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 堀切 進 印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 小出 健治 印

  当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ジェー

ソンの平成22年３月１日から平成23年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年９月１日から平

成22年11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年３月１日から平成22年11月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

  当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

  当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジェーソン及び連結子会社の平成22年11月30日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

  （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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